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OCLC CBS Ex Libris Alma

図書館システム・ネットワーク

大学図書館等がシステムを通じて相互に連携・協力を行うためのネットワーク
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新NACSIS-CAT
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（NII/JUSTICE等）
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(CATP)の
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登録・利用 登録

データ・
機能の維持

書誌データ・
典拠データの
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新NACSIS-CAT/ILLへの移行

図書館システム側の変更は伴いません

OCLC CBSNII独自システム
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新NACSIS-CAT/ILLへの移行（スケジュール）
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新規書誌IDのプリフィックス変更（既存はそのまま）
図書 ： BA → BB → BC (CAT2020) → BD (新CAT)

雑誌 ： AN → AA → AB (新CAT)

タイトル統合機能を高度化
「RELATION」を発展（FIDの取り扱いを調整中）

「SEARCH」メソッドの制約追加
Database nameの指定において、CATのデータセットとILLの
データセットの混在が不可に
 CATのデータセット： 図書書誌/PREBOOK/図書所蔵/雑誌書誌/雑誌

所蔵/著者名典拠/…/RELATION
 ILLのデータセット： 参加組織/ILL複写依頼/ILL複写受付/ILL貸借

依頼/IL貸借受付

「Z39.50クライアント機能」のデータベース変更
ドイツ HBZ→GBV
フランス BnF→sudoc
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変更が想定される点
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メタデータの国際流通
MARC21との互換性確保

出版社等作成データとの交換方式の標準化
 WorldCatとの連携

 NACSIS-CAT → WorldCat
 WorldCat → NACSIS-CAT
 Linked Dataプロジェクト

メタデータ高度化への対応
新しい目録規則への対応

日本目録規則2018年版（NCR2018）
 RDA（Resource Description and Access）

新しい国際標準のメタデータモデルへの対応
 BIBFRAME、IFLA Library Reference Model
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メタデータの国際流通／高度化への対応

新たに実現可能となる機能として、
検討・整備して行きたいと考えています
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許諾

(b)API
参照
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JUSTICE提案書項目 Almaでの該当項目

2-11 契約終了後／買切後のアクセス可否と条件（アーカイバル
アクセス）

Perpetual Access Right

Perpetual Access Note

Perpetual Access Holdings

Perpetual Access Reference

3-1 利用者の定義

Authorized User Definition

Other User Restriction Note

Authorized User Definition Reference

3-4 同時アクセス数

Concurrent User

Concurrent User Note

Concurrent User Reference

3- 5 リモートアクセスの可否

Remote Access

Remote Access Note

Remote Access Reference

3- 6 Walk-in user利用可否

Walk-In User

Walk-In User Term Note

Walk-In User Term Reference

7-4 Shibboleth認証可否
Shibboleth authentication

Shibboleth authentication Note

7-5 学認対応可否
GakuNin

GakuNin Note
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利用条件（利用者へ公開すべきもの）［予定］（1/2）

共有されるデータ： ①ライセンス情報【2022年春 公開予定】
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JUSITCE提案書項目 Almaでの該当項目

3- 7 ILLの可否

②図書館間送信に利用可能な
ファイル・形態

A.電子コピー Interlibrary Loan Electronic

③図書館間送信に利用可能な送
信方法

B.安全な電子送信
Interlibrary Loan Secure Electronic 
Transmission

④利用者に提供可能なファイ
ル・形態

A.送信された電子
ファイル

Interlibrary Loan Electronic To Users

B.プリントアウト Interlibrary Loan printed out To Users

⑤ILL 利用に関する補足情報 Interlibrary Loan Reference

3-10 授業用教材への利用
可否

① 紙の教材への利用可否 Course Pack Print

② 電子的教材への利用可否 Course Pack Electronic

Course Reserve Electronic Copy

Course Pack/Course Reserve Electronic Note

Course Pack/Course Reserve Print Note

Course Pack/Course Reserve Reference
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利用条件（利用者へ公開すべきもの）［予定］（2/2）

共有されるデータ： ①ライセンス情報【2022年春 公開予定】
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JUSITCE提案書項目 Almaでの該当項目

2-9 DDP の有無
2-9 DDPの適用有無 Deeply Discounted Price

2-9 DDP料率 Deeply Discounted Price Note

3-2 サイトの定義 Definition of Site

3- 7 ILLの可否

①ILL の可否 Interlibrary Loan

②図書館間送信に利用
可能なファイル・形態

B.プリントアウトして
スキャンした電子ファイル

Interlibrary Loan Electronic files printed 
and scanned

C.プリントアウト Interlibrary Loan printed out

③図書館間送信に利用
可能な送信方法

A.電子メールによる添付 Interlibrary Loan sending email

C.郵送 Interlibrary Loan Print Or Fax

D.FAX Interlibrary Loan Print Or Fax

④利用者に提供可能な
ファイル・形態

B.プリントアウト Interlibrary Loan printed out To Users

⑤ILL 利用に関する補足情報
Interlibrary Loan Note

Interlibrary Loan Reference
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管理用の項目［予定］

共有されるデータ： ①ライセンス情報【2022年春 公開予定】
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タイトルリスト
出版社やナレッジベースベンダーによって提供さ
れないJUSTICEオリジナルのタイトルリスト（KBART
準拠）

タイトルリストの差分
創刊、終刊、移管等により、パッケージのタイト
ルリストに変更があった場合の差分データ

メンテナンステンプレート
図書館でのタイトルリスト（管理用／公開用）の
メンテナンス方法をパッケージごとに示したドキュ
メント
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共有されるデータ： ②タイトルリスト情報【公開時期未定】
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a. ダウンロードサービス
• データ共有サイトをブラウズ／検索し、自館に必要なものを
ダウンロード利用

• ダウンロードしたものを商用ナレッジベースへ登録

b. APIによる参照
• OPAC/ディスカバリーサービスや図書館ウェブサイトから、共
同利用システムが提供するAPIを通じてライセンスデータを取
得し、利用者へ提示

c. データ連携（対応システムから）
• Alma導入機関から、電子リソースデータ共有サービスを直接
参照し、必要なものを取り込んで利用
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利用方法
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電子リソースデータ共有サイト（トップ）

※ 設計中の画面です
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利用方法： (a)ダウンロード
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図書館システムでの活用例

利用方法： (a)ダウンロード
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利用方法： (a)ダウンロード

23

OPAC等での表示例
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利用用法： (b)API参照
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APIで取得するライセンス情報

OPAC等での表示
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1. Alma機関ゾーンから、ネット
ワークゾーンを参照

2. ライセンスを検索／選択
3. ダウンロード

Almaネットワークゾーン（ライセンス＞一覧）

※ 設計中の画面です

利用用法： (c)データ連携（対応システムから）
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ライセンスを配信したパッケージ
に含まれるタイトル

ライセンス（利用条件）の表示
（さまざまなサービスからAPI参照可能）
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ディスカバリーサービス（PrimoVE）での表示

利用用法： (c)データ連携（対応システムから）



これからの学術情報システム構築検討委員会

新NACSIS-CAT
共同利用システム
（NII/JUSTICE等）

電子リソースデータ
共有サービス
①ライセンス
②タイトルリスト

新NACSIS-CAT
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（大学図書館等）
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ディスカバリー
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印刷体に
対応した
システム

電子リソースと
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利用用法： おまけ

提案書JUSTICE

JUSTICE提案の
ライセンス情報
タイトルリスト

登録・利用

海外電子リソース
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ライセンス情報
タイトルリスト

ライセンス情報
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（360 / EBSCO / 

SFX）

利用(a)ダウンロード利用 (c)データ連携
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許諾

(b)API
参照

流通

商用ナレッジ
ベースへの流通も

目指します
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スケジュール
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システムの拡張性

電子リソースのMARCレコード共有
 ERDB-JPの統合
 出版社MARCレコード
 NII-REO収録のMARCレコード

電子リソースのコンソーシアム一括購入の管理
 NII-REO

契約情報、アクセス統計等の集約

電子リソース所蔵レコードやデジタルアイテムの収集・
公開

システム的に実現可能となる機能の例示です
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最新情報を公開します
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https://contents.nii.ac.jp/korekara/

https://contents.nii.ac.jp/korekara/libsysnw
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